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エ 1 一トン力学の成功がこの信念令強めていたn そして新しいフツレジョ7の支
配こそ進歩と調和を約束しているかに見えた。自然も社会も調和的体系であれ
科学者の任務はその秩序=法則を発見することだった。














































































































































































この課題に答えて先頭を切ったのが限界理論の修正者ケイ Yズだったu ケイ γ
ズは投資と貯蓄が自動的には均衡しない点に現代社会の基本的欠陥を認めた。
解決の処方は政府が金融市場や投資市場に介入することだった。ケインズ・モ
デノレは政策の指針ーを示し，それを実行する際の集計値を算出できるように組立
てられている。今や経済諸量聞の関数関係を決定したり(数理経済学)， これら
を実際に統計資料から計算する(計量経済学)手法が現実に役立ち，かつ求めら
れることになった。これは必然的に多勢のスタッフによる研究所の仕事である o
経済学においては，資本制生産を維持するか，それともこれを変革するかと
いう立場の相違によって，経済モデノレの組立て方が異なる。前者の立場に立て
ば，益々人問をロポット化した体系が構想されるだろう，後者の立場に立つ経
済学は，マノレクスが解明した価値法則を現代の条件の下で展開することによっ
て，労働者階級が経済過程に介入する手段とその帰結を明らかにするだろう。
いず札にしても今後の経併学は戦略的シ月テムの形態をとり，数学者や統計家
達との共同作業になるであろう。(資本のための経済学と労働者りための経済学が
形式上似て来るのは資本と労働が闘争状態にあることによるものである。それは丁度軍
事技術が体制の相違をこえて似て来るのと同じ。)
N あとがき
近代科学の発展は内発性よりもむしろ社会的要請の産物だった。科学には本
来さまざまのタイプがあり，我々は社会的要請によってたまたまその中のご，
三を選択したにすぎないとも考えられる。殊に国家や大企業の管理の下での科
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学は科学自体にとっても，研究者にとっそも不具化である。科学の資本主義的
開発には大きな欠陥がともなっているととは間違いない。しかし同時に科学の
力が増すにつれて人聞はバベルの塔を作る恐れも考えられる。資本が科学を歪
めることにも，歪んだ科学の成果号無邪気に愛好する人聞の性鮮が何桂か与っ
てはいないだろうか。従来科学は真理者探究するものであり，無条件に清らか
な行為であるとされて来た。だが真理は無数にあり，中には探究さるべきでな
L、真理的尺山あるように思われる。その意味では資本が地上から消えても，科
学を人仕の自然である好寄心に任せるのは危険であろう。科予壱馴致するに足
る価値観の創造と人間生活(~労働者大衆の生活) 'C奉仕する科学像、の発見乙ぞ
きしあたり全人類の課題である。恐ιくこの科学の変革は中として器械化，抽
象化とは逆の方向で可能であろう。したがって能率的組織だけがありうべき制
度とは云えないだろう。例えばサロンの科学のメリットなども十分注目されて
よいのではなかろうか。
最後に当面する大営問題に寄せて附言すれば，すでに述べたように，科学の
全体像と方法論の闘明が先決で，それなしに現行制度を破壊してみても徒らに
混乱壱招くだけで，結局国益や犬企業の利益に従属した場当り的な研究チーム
が横行し，日本の将来自体も，現在の国家の意図にさえ反して，知的衰退の一
途をたどることになるであろう。我々は今信頼するに足る科学像を持っていな
い。古いしめつけはな〈さねばなら自が，新しい制度にも厳しい批判が必要で
あろう。芸術と同様科学も長い。拙速はつつしまねばならない。
